
 平成27年度当初予算　予算要求シート

・ ・ ・

【目的】

【内容】

【経過（～26年度）】 【27年度】 【今後予定（28年度～）】

【今年度要求のポイント】

関連事業：

: - 2 - 002002整理番号

合計 120,514 113,898

みんなの審査会対象外

その他　特記事項

・分散備蓄整備
　　H21まで：96箇所　H24：24箇
所
　　H25：16箇所 　H26：15箇所
・備蓄食糧拡充・整備１年目

120,51477,885

債務負担行為

備蓄倉庫新規設置、修繕、移設等

備蓄食料拡充整備 消費期限更新分・増量２カ年目分

トイレ等各種非常用資器材整備 仮設･マンホールトイレ、毛布、給水タンク等

　H　～　H

事業

概要

　大規模災害発生時に必要となる食糧や資器材について、堺市地震
被害想定に基づく備蓄を行うとともに、指定避難所等に分散備蓄及
び備蓄の拡大を行う。また、国・府・他市並びに民間と役割分担及び
協力しながら、市民の避難所生活をサポートする。

○全ての指定避難所(162箇所)と福祉避難所に分散備蓄を実施する
ために、平成２４年度より順次、コンテナ備蓄倉庫の整備を進めてい
る。
　・平成27年度
　　府立高等学校 （地震時避難所）１２箇所に備蓄倉庫を設置
　　　（※全162箇所の指定避難所へ備蓄倉庫設置完了予定）

○備蓄食糧について目標数量を、従来の想定避難所生活者数の1
食分から市民の最低限の安全・安心を確保するため、3食分（1日
分）へ目標備蓄数量を上方修正し、平成26年度より5カ年で拡充整
備を進めている。
　　　（※平成27年度　2カ年目目標　139,000食→417,000食）

　東日本大震災における避難所での物資不足の実態を鑑み、災害
時に被災者に迅速に必要物資が届くように、避難所への分散備蓄を
進める。

　また大規模災害発生後数日間は、救援物資が被災地に届かない
ことを想定し、備蓄食糧について、目標数量を想定避難所生活者数
の1食分から、必要最小限量として1日分(3食分）へ拡充を図る。

70,824

・備蓄食糧拡充・整備2年目

・各指定避難所への備蓄食料の
　分散配置を推進

・H30年度の備蓄食料3食分備
蓄達成を目標に、段階的に調
達を実施。

平成26年度予算額

33,121 25,092 府立高等学校12校分（コンテナ倉庫、資器材）

スケジュール（経過及び今後展開）

要求額（千円）

113,898

69,536

事業区分 ： 重点

平成27年度要求額平成25年度決算額

事業名 防災備蓄整備事業

： 危機管理室
　施策番号マスター

プラン
：

３つの挑戦
1-7

局・課名

17,857 17,982

事業費（千円）

主な要求内容 （単位：千円）
項目 26年度予算 27年度要求額 内容・積算等

期間


